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抽選で
10名様に

ハガキに ①住所 ②氏名 ③電話番号 ④ブロック名を書いて送ってください。
遊ＹＯＵ米や『たわら新聞』の感想もそえて！（２月28日締切）
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遊佐人への道遊佐人への道

まご
まる

今年の遊佐の冬は昨年
の冬と比べたらあったか
いで～す。平野部には雪
はありません。生活には
本当に助かりますが今年
の米づくりはどうなるの
でしょう。

　さて冬ですし　の作業日誌をおやすみして遊佐の冬の行事
を紹介します。秋田の男鹿の「なまはげ」は有名です。実は
遊佐には「あまはげ」という正月の行事があります。遊佐の
女鹿集落と滝の浦集落と鳥崎集落には「あまはげ」の行事が
あります。（開催日　１月１日（滝ノ浦）、３日（女鹿）、６
日（鳥崎））小正月の行事で鬼の面と藁で作ったケンダシと
呼ばれる簑をまとって各家をまわり、五穀豊穣と身体堅固を
願い、怠け者をいさめる行事です。特に子どもたちは鬼が家
に来るので楽しい正月が一瞬にしてならくの底に落とされて
しまう行事でしょうね。
　こんな体験をして遊佐の子どもたちは逞しくなっていくの
でしょうね。ちなみに私はこの地区の生まれではないのでよ
かったのかもしれませ
ん……。（―_―；）
　興味のある方は是非
この行事にご参加下さ
い。お待ちしてます。

しげばあちゃん
特製レシピ

材　料
●切身、鱈のドンガラ（アラ）
　（肝臓）オスの白子、お豆腐、
　ねぎ、味噌、酒、岩海苔
作り方
昆布などでダシをとります。
鱈のアラ（頭、骨など）脂ワタ（肝臓）を入れ少し煮ます。
アクがでたらすくいます。
味噌（酒少々）で味をつけます。
切り身を入れて、５分ぐらい煮ます。
白子とネギ・豆腐をいれサッと火が通ったら出来上がり。
器に盛ったら岩海苔をのせて。

500人の
メッセージ
菅 原 寛 志（中山樽川班）

この子もきっと良い子に育ちますこの子もきっと良い子に育ちます


